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ボランティア南（給食サービス）
　栄養バランスを考えた、心のこもった手づくり弁当をお届けしています

ご飯　　チキン南蛮　　白菜と春菊のピーナッツ和え　　昆布巻煮
カリカリいりこ　　果物　　キューちゃん漬け　　鰯のつみれ汁

今回のメニュー



　令和５年度生きがい健康づくり推進大会の中で「100歳放談会」が行われ、町内の在宅で生
活している100歳の３名が紹介されました。この中で、年を重ねても変わらず生きがいや目的
意識をもって体を動かし「腹を立てない」「くよくよしない」「できることをやる」「じっとし
ていない」「感謝の気持ちを忘れない」等、健康長寿のヒントを学ぶことができました。
　町内でも80代、90代の人が現役で働く姿をあちらこちらで見かけます。人は「居場所(通
いの場)と役割 (活躍の場)が必要」です。このヒントを参考に元気な暮らしへの道をスター
トしませんか。

九重ご長寿100歳放談会～健康長寿へのヒント～

武田マキヱさん（飯田・中村上）
大正12年９月20日生まれ(100歳）

生活の中で思いついた句をノートに記しています。
「楽しみは短歌づくりと食べること」

団子汁　温めて食べよとガス台に
　　　娘出勤　雪の降る朝

雨の日は　杖を片手に床の間を
　　　行き戻りせりリハビリとして

好き嫌いなく何でも食べますが、たまに食べる
「うなぎ」が大好きです。

週２回デイケアに通っ
ています。靴を履くのも、
玄関から出て車を待つ
間もしっかり自分の足
で立って歩きます！

江藤チズヱさん（南山田・木納水）
大正12年5月20日生まれ(100歳）

「孫がドライブに連れて行ってくれるのが楽
しみです」

「若い人はなんも話してくれない…」という高齢者
の寂しい思いを以前聞いたことがある娘さんは、
日々のできごとや木納水のこと、世の中のことを
チズヱさんにゆっくり話して聞かせてくれています。

チズヱさんの食べる毎
日の食事は、カメラに
とられ、メールでお孫
さんたちに写真が送ら
れています。

中谷記代亘さん（南山田・宝泉寺）
大正12年9月23日生まれ(100歳）

50歳から「真向法」を続けています。
また、80歳から毎日10時に飲む秘伝のジュース
の中身は黒酢、バナナ、黒砂糖+人参、リンゴと
３時にはタンパク質がとれる飲み物。そして、酢
大豆を毎日食べています。ノルディックウォーク
のスティックを使い散歩もしています。
病院には年１回行きます。

「ずっと続けてきた健康習慣。それは…」

「真向法」は腰を安定させ、
背筋が伸びた姿勢で行う４
つの基本体操で、最も大切
なポイントは呼吸法です。
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　令和３年の「主観的健康観」に関する全国調査で、健康長寿日本一となった大分県ですが、サロ
ン等の「通いの場」への参加率が高いことがその要因としてあげられました。更に令和5年の健康
寿命に関する県内調査では、九重町の男性は一位、女性二位であり、日本一の健康長寿県の中でもトッ
プクラスであることが証明されました。この調査では、まだまだ現役で働いたり、できることで地
域の活動に参加している方など、日中体を動かしている高齢者が町内に多くいるということも分かっ
てきました。
　健康寿命を延ばすには、「きょういく=今日行くところがある」と「きょうよう=今日用事が
ある」が大切であると言われますが、下の図で明らかなように、九重町ではここ数年間で「きょう
いく」と「きょうよう」の場が増えてきており、主観的健康観を引き上げたり、要介護認定率を引
き下げ、介護保険料の減額（第７期から第８期）にもつながるという、好循環が見られるようになっ
て来ています。
　これもひとえに支え合い活動に参加する地域の皆さんの意識の高まりと互助によるものと感謝い
たします。

町内では通いの場として寄り合いカフェやサ
ロン、多世代地域食堂が活発に行われていま
す。サロンは8年前から倍増しています。また
くらしのサポートセンターや支え合い活動に
参加する方も年々増加しており、自己有用感
の高まりが主観的健康観の向上につながって
います。

主観的健康観とは…  「日常生活で支障となる心や体の不調がない」と感じていることです。
社会参加や人との交流によって主観的健康観=幸福観を高めることが可
能であり、それを維持することにより健康な生活につながりやすくなる
と考えられています。

平成28年以降減少しており、令和2年以降横
ばいで推移しています。「通いの場」に参加
することで、健康習慣づくりにつながり、ボ
ランティア活動や支え合い活動などの「活躍
の場」に参加することで、自身の介護予防に
つながり、持続可能な町づくりに寄与してい
ることがわかります。

つながり合って健康長寿日本一！のまち
「きょういく」と「きょうよう」「きょういく」と「きょうよう」

 健康長寿の延伸の秘訣は
「きょういく」= 今日行くところがある　⇒「通いの場」へ参加！
「きょうよう」= 今日用事があること　⇒「活躍の場」で活動！
    人とのつながりの中で、主観的健康観が高まっています！

！

「通いの場」と「活躍の場」の増加推移 要介護認定率と介護保険料の推移
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12月16日、九重文化センターで「ここのえオ
レンジフェスタ2023」が開催され、約130名の
方が参加しました。

認知症本人大使である下田哲也さんの講演や、
映画「オレンジ・ランプ」の上映が行われ、参加
者の皆さんは、認知症についての理解が深まった
のではないかと思います。

《下田さんの講演について》
・とても認知症を発症しているとは思えない程しっ
かりとした講演で、色々工夫すれば生きられるこ
とを知りました。
・地域、社会が認知症があっても、普通に暮らし
ていける環境を作っていく事が大切だと思います。
・前向きに生きる姿を見て不安が軽減した。
・恥ずかしがらずに周りに助けてもらうことで、
自分らしく生きられると思った。

《映画：オレンジ・ランプについて》
・認知症になっても出来る事を奪わないで、でき
ないことを助けられるようにしたい。
・とても感動しました。考えが変わりました。周
りに甘える事も大切。
・家族、職場、地域の助け合いに感動した。これ
からを支える小、中学生や高校生にもぜひ観ても
らいたい。

九重町地域包括支援センター便り

《 介護予防・認知症・権利擁護に関するご相談は 》

九重町地域包括支援センター 電話：0973-76-3863 FAX：0973-76-3835

認知症に関する書籍等の
展示も行いました

大分県希望大使として
活躍中の下田さん

送迎車が新しくなりました

ここのえ介護事業センターだよりここのえ介護事業センターだより

　令和5年の秋、通所介護の送迎車が新しくなりました。
　納車後にドライバーさんと牧口神社で交通安全祈願を行い、無事故
での送迎をお祈りしました。
　利用者の皆様方からも、乗り心地が良いと評判です。
　安全運転を心がけて、今後もより良いサービス提供ができるよう、
通所介護スタッフも努力してまいります。
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給食ボランティア募集給食ボランティア募集

第49回　九重町社会福祉大会

表　彰　区　分 被　表　彰　者　名 （敬称略）

社会福祉事業関係功労者（個人） 小幡　邦代・後藤　正典・左藤　忠昭・（故）池田　泰博

明るい高年者
原　　保明・原田　倫代・井上　東介
小野美惠子・佐藤千惠子・佐藤　和子

ボランティア活動功労者（団体）

のがみふれあい食堂実行委員会　（会長　佐藤　惠子）
恵　　良郵便局　（局長　阿部　美喜）
野　　上郵便局　（局長　佐藤　有司）
飯田高原郵便局　（局長　篠原　英明）
南 山 田郵便局　（局長　清竹　伸一）

ボランティア活動功労者（個人） 武石　保郎・河野フジヱ・迫　千賀子

永年特別賛助会員 佐藤昭八郎・佐藤　博美・佐藤　文雄

　九重町では給食サービス事業を実施しています。この
事業を支えてくれている給食ボランティアグループの会
員減少や高齢化等で、お弁当の調理や配達をする方々が
少なくなって困っています。
　お手伝いしてくれる方を募集しています。

◇  各地区の実施日と実施グループは
次のとおりです。

○東飯田地区（ボランティア東）
　　毎月第１・４土曜日
　　毎月第３週月曜日
○野　上地区（はづきの会）
　　毎月第２・３・４水曜日
○飯　田地区（キスゲの会）
　　毎月第２・４火曜日
○南山田地区（ボランティア南）
　　毎月第１・３・４木曜日

※  詳しくは社協ボランティアセンターまでお問い合わ
せください。☎７６－２５００

NO.27　南山田　潜石

Ｑ.  元気の秘訣は何ですか？
Ａ.  サロンに行って皆さん
とおしゃべりをしたり、
南山田ふれあい地域食
堂などへ参加すること
です。

Ｑ.楽しみは何ですか？
Ａ.  いろいろな人と話をしてふれあうことです。
家族の食事を作るのも楽しみのひとつです。

Ｑ.  これからの目標を教えてください？
Ａ.  あまり無理をせず元気に過ごそうと思います。

佐藤　ハツエさん（95歳）

　九重町で90歳を過ぎて生き生きと暮らしている高齢者の方＝
幸
こうれいしゃ

齢者の方に元気の秘
ひ け つ

訣をお伺いします。

「幸齢者さん」の情報は、九重町社会福祉協議会（76-2500）まで
お電話を！自薦・他薦は問いません♪お待ちしています！

町の幸
こ う

齢者さん
シリーズ

　３月２日、九重文化センターで『第49回九重町社会福祉大会』が開催され、社会福祉事業関係功労者（個人）４名、
明るい高年者６名、ボランティア活動功労者（団体）５団体、ボランティア活動功労者（個人）３名、永年特別賛助
会員３名の方々が表彰されました。
　被表彰者は次の方々です。
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）

・
永
樂　
　

拓

・
梅
木　

征
治

・
麻
生　
　

弘

・
麻
生　

益
直

・
森　
　

有
為

・
原
田　

静
代

・
仲
摩　
　

孝

・
本
松　

建
八

・
玉
井　

建
治

・
井
上　

里
子

・
新
成
建
設
㈱

　

玖
珠
支
社

・
小
幡　

千
種

　

外
１
口

◎
南
山
田
地
区

　
　
　（
35
口
）

・
熊
谷　

豊
廣

・
坂
本　

和
昭

・
吉
光　

泰
介

・
竹
尾　

友
彦

・
竹
尾　

允
文

・
吉
光　

幸
夫

・
梅
木　

正
賀

・
楳
木　

文
秋

・
小
田　

浩
治

・
中
谷
記
代
亘

・
山
崎　

慎
也

・
池
部　

俊
慈

・
岐
部　

榮
作

・
黒
木　

幸
春

・
後
藤　

正
典

・
佐
藤　

喜
八

・
佐
藤　

文
雄

・
佐
藤
工
業
㈲

代
表
佐
藤
辰
次

・
小
倉
建
設
㈱

・
九
重
緑
化
産
業
㈱

・
窪
田　

憲
一

・
梅
木　

英
範

・
佐
藤　

博
美

・
武
石　

芳
昌

・
日
野　

源
蔵

・
田
中　
　

隆

・
安
達　

幸
雄

・
矢
野　

忠
幸

・
日
野　

優
一

◎
東
飯
田
地
区

　
　
　（
25
口
）

・
永
楽
幸
次
郎

・
穴
井　
　

肇

・
帆
足　

英
美

・
安
部　

義
男

・
中
霜　

寛
俊

・
湯
浅　

健
正

・
安
部　

茂
己

・
湯
浅　

益
徳

・
安
部　

啓
八

・
㠶
足　
　

洋

・
拂
川　
　

稔

・
平　
　

猶
法

・
㠶
足　

達
也

・
松
崎　

良
美

・
㠶
足　

新
三

・
安
部　

一
生

・
安
部　
　

保

・
穴
井　

敬
祐

・
藤
原　
　

孝

・
進　
　

一
富

・
甲
斐　

素
純

・
藤
原　
　

剛

・
原
田　

榮
喜

・
松
尾　
　

健

　

外
１
口

◎
野
上
地
区

　
　
　（
46
口
）

・
衞
藤　

嘉
髙

・
宇
佐　
　

誠

・
財
津
多
喜
彌

・
佐
藤　

万
吉

・
小
野
三
千
夫

・
髙
橋
九
州
男

・
佐
藤　

秀
行

・
佐
藤　

靖
広

・
阿
部　

義
明

・
小
野　

政
信

・
穴
井
津
代
志

・
宇
佐　

淳
司

・
宇
佐
真
理
子

・
帯
刀　

増
雄

・
佐
藤　

良
二

・
帆
足　

俊
則

・
日
野　

幸
治

・
日
野　

明
美

・
㠶
足　

清
文

・
竹
枝
憲
治
郎

・
穴
井　

豊
水

・
野
上　

勝
司

・
穴
井　

俊
二

・
武
石　

寿
美

・
工
藤　

洋
一

・
佐
藤　

義
明

・
佐
藤　

善
信

・
佐
藤
進
太
郎

・
衛
藤　

盛
久

・
佐
藤　

秀
信

・
佐
藤　

啓
二

・
佐
藤　
　

洋

・
篠
原　

安
生

・
牧　
　
　

博

・
佐
藤　

芳
昭

・
大
久
保
裕
二

・
梅
木　

一
生

・
髙
倉　
　

聖

・
髙
倉　

直
人

・
日
野　

武
彦

・
須
藤　

昭
夫

・
伊
東　

宗
喜

・
穴
井
正
三
郎

・
穴
井　

隆
志

・
武
石　

勝
利

　

外
１
口

◎
飯
田
地
区

　
　
　（
11
口
）

・
赤
峰　

賢
治

・
安
部　

匡
史

・
野
木　

憲
二

・
野
木　

睦
雄

・
有
吉　

徳
成

・
武
石　
　

豪

・
堤　
　

憲
子

・
中
野　
　

浩

・
時
松　

徳
重

・
永
尾　

宗
忠

　

外
１
口

◎
南
山
田
地
区

　
　
　（
36
口
）

・
梅
木　

豊
彦

・
小
田　

豊
文

・
坂
本
庸
一
郎

・
吉
光　

孝
晴

・
若
杉　

鉄
雄

・
小
笠
原
一
男

・
小
田　

詰
志

・
江
藤
す
ま
子

・
佐
藤　

敏
郎

・
佐
藤
剣
之
助

・
松
原
喜
一
郎

・
秋
吉
三
十
六

・
河
内　

利
治

・
安
藤　

信
吾

・
佐
藤　

安
史

・
中
川　

博
文

・
佐
藤　

照
子

・
工
藤　

涼
子

・
友
成　

一
英

・
長
野　

幸
造

・
永
樂
喜
久
成

・
永
樂　

凱
子

・
武
石　

敏
明

・
岡
本　
　

健

・
平
山　

千
年

・
平
山　

英
市

・
清
竹
久
美
夫

・
長
野　

政
美

・
足
立　

芳
郎

・
竹
野
孝
一
郎

・
足
立　
　

章

・
松
木　

秀
幸

・
佐
藤　

隆
一

・
古
後　

福
司

・
梶
原　

清
美

　

外
１
口

・
小
野　

日
隆

・
カ
ー
ラ
イ
フ
あ
そ
う
㈲

　

麻
生
幸
輝

　

外
４
口

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度 

社
協
会
費

社
協
会
費

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
も
町
内
の
方
々
よ

り
会
費
納
入
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
今
後
の
福
祉
事
業
推

進
の
た
め
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
民
各
位
、各
福
祉
委
員
（
区
長
）

の
方
々
に
は
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
と
も
本
会
の
福
祉

活
動
に
対
し
て
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
社
協
事
業
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊
本
人
の
希
望
に
よ
り
お
名
前
を
記
載

し
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま
す
。

＊
会
費
納
入
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
時

点
で
の
お
名
前
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
賛
助
会
費
協
力
者

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

特
別
会
費
協
力
者

◎
野
上
地
区

　
　
　（
15
口
）

・
佐
藤
昭
八
郎

・
佐
藤
三
千
代

・
髙
橋　

利
文

・
藤
原　

勇
一

・
㠶
足　

顕
弍

・
佐
藤
久
仁
夫

・
河
野　

浩
治

・
白
山
工
業
㈱

・
井
原　

武
廣

・
矢
原　

澄
郎

・
井
上　

絋
一

・
井
原　

昭
文

・
上
田　

弘
平

・
日
野
文
具
店
㈲

　

外
１
口

◎
飯
田
地
区

　
　
　（
8
口
）

・
筋
湯
観
光
ホ
テ
ル

  

九
重
悠
々
亭

・
八
丁
原
ヴ
ュ
ー
ホ
テ
ル

甲
斐
暢
一
郎

・
菅　

優
一
郎

・
武
田　

正
利

・
安
部　

武
己

・
野
木
組
㈲

・
鷲
頭　

栄
治

　

外
１
口

ふ　れ　あ　い  （110号） 社会福祉だより（7） 令和6年３月15日



行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

北 区 16 24,000
南 区 35 52,500
小 久 保 14 21,000
奥 双 石 1 13 22,500
寺 田 24 36,000
尾 本 4 12 2 79,000
中 巣 1 6 17 53,500
田 代 1 4 9,000
小 垣 17 25,500
樫 原 3 3 13,500
拓 郷 1 6 12,000
平 家 山 5 7,500
小 平 谷 12 18,000
野 矢 1 23 37,500
滝 上 4 50,800
寺 床 13 19,500
猪 牟 田 13 19,500
鹿 伏 1 14 24,000
桐 木 3 14 30,000
茅 原小野 1 11 26,500
後 野 上 29 43,500
西 1 12 28,000

下右田（野） 1 1 17 38,500
重 原 1 19 31,500
中 央 一 3 3 28 81,000
中 央 二 3 3 20 69,000
中 央 三 1 13 29,500
中 央 四 12 18,000
中 央 五 16 24,000
青 山通り 2 14 27,000
下 尾 本 11 16,500
甘 川 水 3 17 34,500
青 山住宅
豊後中村住宅 20 30,000

計
150150,000000 138138,000000 764764,800800

11,052052,800800

行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

下右田（東） 19 28,500
奥 野 1 16 34,000
物 見 塚 9 13,500
見 留 1 16 34,000
上 旦 26 39,000
下 旦 一 1 9 23,500
下 旦 二 1 1 9 26,500
下 旦 三 2 1 19 51,500
下 旦 四 1 14 31,000
下 旦 五 29 43,500
下 旦 六 14 21,000
南 恵 良 1 2 17 41,500
富 来 口 1 11 26,500
北 恵 良 一 1 21 41,500
北 恵 良 二 23 34,500
北 恵 良 三 18 27,000
見 良 津 15 22,500
書 曲 一 15 22,500
書 曲 二 15 6 54,000
書 曲 三 1 14 31,000
川 下 北 25 37,500
川 下 南 2 28 48,000
川 上 一 1 1 27 53,500
川 上 二 1 2 27 56,500
前 辻 一 17 25,500
前 辻 二 11 16,500
後 辻 17 25,500
竜 門 16 24,000
田 尻 1 20 33,000
野 倉 10 15,000
中 須 12 18,000
恵 良 団 地 4 6,000
釣 団 地 3 4,500
松岡台住宅
個　　　 人 1 1,500

計 130,000130,000 75,00075,000 807,000807,000 1,012,0001,012,000

［野上地区］ ［東飯田地区］

総額4,076,800円 たくさんのご協力に感謝申し上げますたくさんのご協力に感謝申し上げます

10,000×13
10,000×15

口口

3,000×25
3,000×46

口口

1,500×538
2,300円×1
2,000円×1
1,500円×507

口口 円円

2,300円×1
 2,000円×1
1,500円×23

ふ　れ　あ　い  （110号）社会福祉だより 令和6年３月15日 （8）



行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

麻 生 釣
菅 原 本 村 2 1 53 102,500
梶 屋 1 2 18 43,000
桐 木 一 1 12 28,000
桐 木 二 2 18 47,000
桐 木 三 1 1 14 34,000
桐 木 四 13 19,500
口 の 園 1 5 10,500
相 狭 間 2 23 40,500
串 野 上 2 24 56,000
串 野 下 1 1 19 41,500
宝 泉 寺 3 13 49,500
生 竜 18 27,000
中 板 10 15,000
潜 石 6 10 6 99,000
川 西 一 1 23 44,500
川 西 二 1 17 35,500
川 西 三 3 19 37,500
川 東 上 1 11 26,500
川 東 下 15 22,500
陣 の 内 上 1 28 52,000
陣 の 内 下 2 6,000
後 河 内 3 1 20 63,000
栗 原 3 13 28,500
黒 猪 鹿 1 13 22,500
木 納 水 1 1 16 37,000
横 尾 1 15 32,500
中 村 17,500
引 治 二 17 25,500
富 迫 上 11 16,500
富 迫 下 2 3 9 42,500
金 山 1 19 38,500
井 手 5 7,500
田 中 1 1 15 35,500
岩 の 上 1 1 12 31,000
粟 野 本 村 1 37 58,500
川 道 団 地 1 10,000
都 原 11 16,500
個　　　人 1 1 3 17,500

計 350350,000000 108108,000000 880880,000000 11,338338,000000

行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

筋 湯 2 23 54,500
日 向 上 10 15,000
日 向 下 2 13 39,500
湯 坪 下 35 52,500
狭 間 12 18,000
奥 郷 21 31,500
中 村 上 1 30 48,000
中 村 中 一 1 2 21 47,500
中 村 中 二 9 13,500
中 村 下 一 4 6,000
中 村 下 二 7 10,500
下 畑 17 25,500
荻 釣 上 6 9,000
荻 釣 下 1 3 5 26,500
筌 の 口 4 7 22,500
北 方 上 11 16,500
北 方 下 18 27,000
年 の 神 8 12,000
無 田 下 10 15,000
無 田 中 11 16,500
無 田 中 一 1 15 32,500
無 田 上 11 16,500
須 久 保 1 13 22,500

旭 12 18,000
花 牟 礼 6 9,000
九 重 山 6 9,000
湯 沢 33 49,500
個　　　人 1 10,000

計 8080,000000 3333,000000 561561,000000 674674,000000

［南山田地区］ ［飯田地区］

令和５年度　　社協会費協力状況令和５年度　　社協会費協力状況

10,000×35

10,000×8

口 口

3,000×11

3,000×36
1,000×1

口 口

1,500×586

1,500×374

口 口円 円

社会福祉協議会会費の納入を頂き有難う
ございました。（令和６年２月29日現在）

1,500×11
1,000×1

ふ　れ　あ　い  （110号） 社会福祉だより（9） 令和6年３月15日
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

　

正
月
の
切
り
花
と
し
て
最
近
よ

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
厳

寒
の
こ
ろ
数
少
な
い
素
材
と
し
て

貴
重
な
も
の
の
一
つ
で
す
。
名
前

を
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
ロ
ウ
バ
イ
の
名
は
旧
暦
12

月
の
蝋
月
に
咲
く
か
ら
、
蝋
の
よ

う
な
ツ
ヤ
の
あ
る
花
が
咲
き
梅
の

花
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
説
が

あ
り
ま
す
。
花
色
は
黄
色
で
梅
と

は
全
く
関
係
な
く
、
モ
ク
レ
ン
、

シ
キ
ミ
に
近
い
ロ
ウ
バ
イ
科
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　

中
国
と
ア
メ
リ
カ
に
分
布
す
る

が
、
間
の
日
本
に
は
自
生
せ
ず
、

シ
ナ
ユ
リ
ノ
キ
と
ユ
リ
ノ
キ
と
同

じ
よ
う
な
変
っ
た
分
布
を
す
る
植

物
で
す
。
３
ｍ
位
ま
で
生
長
す
る

落
葉
樹
で
す
。

　

江
戸
時
代
17
世
紀
終
り
頃
に
日

本
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
絵
画
や
書
物
に
も
あ
ま
り
出
て

こ
な
か
っ
た
。
原
種
の
花
が
梅
の

花
に
似
る
が
、
黄
色
の
花
の
底
に

複
雑
な
模
様
が
あ
る
こ
と
が
不
人

気
で
あ
っ
た
原
因
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
中
国
で
は
ロ
ウ
バ
イ
の
花
と

ス
イ
セ
ン
、
南
天
と
一
緒
に
描
い

た
絵
画
が
あ
る
そ
う
で
す
。

【
ロ
ウ
バ
イ
】  

佐
藤

三み

千ち

代し
ろ

　

現
在
多
く
植
え
ら
れ
る
の
は
ソ

シ
ン
ロ
ウ
バ
イ
（
素
心
・
花
色
が

一
色
）
が
多
く
、
単
純
一
色
一
型

の
花
形
を
日
本
人
は
好
む
の
で

し
ょ
う
か
。
ロ
ウ
バ
イ
の
香
り
は

春
蘭
（
シ
ュ
ン
ラ
ン
）
に
似
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
仲
間
で
ク
ロ
バ
ナ
ロ
ウ
バ

イ
（
ア
メ
リ
カ
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　令和６年、正月、能登半島大地震が発生しま
した。災害は時と場所を選ばずですが、起こっ
て慌てるのでなく日ごろからの防災意識を持つ
ことが大事です。分かっていながら行動になる
と難しいものです。これまで防災マップ作りや
地震体験車、応急措置の研修などに参加をして
きました。これが実際の災害に役に立つのか疑
問もありましたが、能登半島大地震の被災者の
方が「自分は何をすれば、どこに逃げれば良い
のか分からなかった」との体験を話されていま
した。訓練や研修で一度体験したことは、災害
の時必ず思い出します。そのことが自らの命を
守るのではないかと感じています。温暖化や地
震の多発化など、災害が私たちの身近に迫って
いると言っても過言ではないと考えています。
町や社会福祉協議会、防災士会などの講習会に
ぜひ参加をしてほしいと思っています。

今今月月のの

ちちょょっっと一言と一言

（まきの木）

　九重町社会福祉協議会では、社協の事業や
取り組みをもっと皆様に知っていただこうと、
ホームページを開設しております。『九重町社
会福祉協議会』と入力して検索してください。

九重町社協のホームページ

検索検索九重町社会福祉協議会
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